
神奈川県の刑法犯少年の検挙・補導人員の推移
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少年人口（10－19歳)

795,897人

少年人口（10－19歳）

574,214人

少年人口（10－19歳）

854,008人
少年人口（10－19歳）

1,214,031人
少年人口（10－19歳）

912,219人

スーパーマーケット登場 かぎっ子、番長の言葉生まれる

24時間営業のコンビニエンスストア始まる

・家庭内暴力の問題化

・「サラ金地獄」の言葉流行

バブル経済の崩壊

「いきなり型非行」「キレる少年」の増加

「いじめ」による自殺が社会問題

昭和29年

3,949人

昭和38年

10,203人

昭和58年

18,171人

戦後第二のピーク
・東京オリンピックの前年

・高度経済成長に伴う都市化の進展

・核家族化、戦後のベビーブーム

・レジャーブーム、スーパー林立時代始まる

・凶悪犯、粗暴犯が多い

戦後第三のピーク
・石油ショックと経済環境の変化（高度成長→安定成長）

・共働きの増加

・進学率の増加

・雑誌の氾濫

・スーパーマーケット、自転車、バイクの増加に伴う万引き、

乗物盗等の急増

戦後第一のピーク
・朝鮮戦争の翌年

・道徳的混乱と経済的困窮

・窃盗等の財産犯罪が多い

少年人口（10－19歳）

820,644人

令和４年

996人

非行少年の検挙・補導人

員は減少傾向にあるが、刑

法犯の検挙・補導人員は

増加

少年法の改正（H12）

・刑事処分の対象年齢が

16歳以上から14歳以上

に改正

「iPhone」の販売開始

平成17年

10.900人


